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＊　東京学芸大学 人文科学講座 地域研究分野（184-8501　小金井市貫井北町4-1-1）

タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（3）

――  「過山榜圖」発音と注釈  ――

吉　野　　　晃＊

地域研究分野

（2017年 8 月30日受理）

要　　旨

　タイ北部のミエン（ヤオ）の元に伝承されている歌とミエン語歌謡語の調査の報告の一部である。本講では
「過山榜圖」という叙事歌のテキストを紹介し，その 歌謡語による発音を付し，解釈を施して日本語訳を作成
した。

キーワード：ミエン，歌，歌謡語，歌詞

１．緒語

　ミエン（ユーミエン）は，中国南部から大陸東南アジア北部（ベトナム，ラオス，タイ）の山地に居住する
民族であり，焼畑耕作に携わって移動を続け，現在のような広い分布を示すに到った。この途上で，ミエンは
漢族など外部から多くの文化要素を受容し，自らの文化に取り込んできた。儀礼と歌もその一部である。儀礼
文書と歌謡は，ミエンの伝承の大きな部分を構成しているが，いずれも漢族文化の影響を強く受けている。
　本稿では，昨年の報告に引き続き，タイ北部に居住するミエンの歌を紹介し，その発音と注釈を報告する。
ミエンの歌については，パーネル（Herbert C. Purnell）がタイ・ラオスにおける歌の資料に基づき，基本的な
分析を行っている［珀内尓 1988, Purnell 1991, Purnell 1998, Purnell 2002］が，個々の歌が示されたのはごく少
ない。儀礼歌に関する調査・分析は中国において数多あるのだが，儀礼中の歌ではなく，俗歌謡に関する研究
は皆無に等しいのが研究の現状である。
　ミエンは歌詞を書き付けるときと儀礼文書は漢字で書くが，ミエンの歌は日常の口語とは異なる歌謡語
dzuŋ ɲei waaという語彙体系が用いられている。歌謡語では特殊な用語が用いられており，さらにそれが文脈
によって比喩として使われ，その解釈は甚だ難しい。それも歌の実例に当たって分析することを通して徐々に
明らかにするほかはない。その歌謡語は，漢語の語彙がかなり多く入っているが，やはりミエン語である。
よって，漢字の発音も，日本における漢字音が日本語化した発音となるのと同様に，ミエン語化した発音であ
る。それもミエン語に取り入れられた時期により，同じ文字でも読みが異なることがある。日本語における漢
字の音読みに漢音と呉音の違いがあるのと同様である。更に，漢語由来でないミエン語独自の語彙もあり，そ
れに宛字した文言も見られる。このように，漢字の字面だけみても，意味がとれないことが多く，歌に長けた
ミエン人の指導と協力がなければ分析は進まなかった。
　筆者は先に「タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（1）：『歌二娘古』発音と注釈」という報告を出した
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（吉野 2016b）。本稿はその続編である。先稿と同様に，ミエン村落で採集した歌詞に発音を付し，和訳を付け，
資料として報告したものである。

２．歌詞のテキストの背景

　本稿で扱う歌詞のテキストは，タイ王国パヤオ県チエンカム郡ロムイェン区第10村パーデーン・ラーン集
落（Phadaeg Laang） 在住の趙金寿氏が所持する本である。趙金寿氏は1945年生まれの祭司（大師公）であり，
漢字を読み書きできる。「過山榜圖」のテキストは，趙金寿氏が若いときに手帳に写本したものであり，同氏
の創作ではない。この歌の後に一連の歌があり，その末尾に「民国七十七年戊辰歳七月初三日元筆」とあるの
で，1988年に書かれたものであることが分かる。テキストは2013年に撮影し，それを文字起こしした後，
2017年に到るまで数度趙氏にインタビューしてテキストの発音と解釈を確定した。   

　語彙と発音については，IMEDとMMEDで確認したが，両辞書に収録されていない語彙も若干あった。下
記の発音記述は，音声ではなく音素の表記である。漢字については，フォントがあるものはそれを利用した。
ただし，ミエンには日本の国字のように，ミエンが作った「漢字」がある。例えば「父」の下に「上」と書く
字がある。こうした既成のフォントに見いだせない「ミエン字」は，［父冠＋上］というように記した。
　ミエン語の表記は基本的に IPAに従う。ミエン語のアルファベット表記は，Purnell （ed.） 2012 Iu-Mien-

English Dictionaryの表記が標準となっているが，ミエン語を専らとする読者以外には甚だ読みにくいものであ
る。そのため IPA表記に準じた表記とした。/ʦ/ と /ʣ/ はそれぞれ tsとdzで示した。母音の長短の弁別は /a/と
/aː/以外にはない。歌詞の声調は音節末に記した。声調記号は以下の通りである。高，中，低は音の高さを示
し，平，昇，降は音の高さの変化を示す。無記号＝高中平。ˆ＝中降。ˊ＝非促音節（母音あるいは鼻音で終わ
る音節）の時は高昇降，促音節（-p, -t, -k, -ʔで終わる音節）の時は高平。˜＝低昇降。ˇ＝低昇。ˋ＝低平。ま
た，ハイフン（ -）で示された熟語の場合，その第一音節は，元の声調にかかわらず，非促 音節の場合は中降，
促音節の場合は低平で発音される。歌詞以外のミエン語表記では声調を省略した。誤字と判断されるもの に
は，下に［　］で正しいと思われる字を示した。

３．テキスト本文

又到　 過山榜圖　留子孫看様

1 世　間　爪　庭　奏　返　乱 萬　民　為　世　也　慌　愁
　　　　　 ［州　廷］　　　　［反　乱］
 seiˇ    ken   tsjəu - tiŋˆ   dzəuˇ   faːn    lun` maːnˋ maːnˆ  wei`    seiˇ     jaː`   hwaːŋ dzauˆ

国の中が混乱状態となった。 万民は家族があっても不安になり憂えた。
注　tsjəu-tiŋˆ：国家。wei` seiˇ：家族を営む。

2 思　作　千　條　天　底　事 不　憂　不　噫　便　難　迯
　　　　　　　　　　　　　　　  ［逃］

 feiˇ   tsuɁ`  tshin - tiuˆ      thin-diəˊ     dzai` jaːm`   jəu    jaːm`    jiəˆ     pinˋ   naːnˆ   təuˆ

天下の様々なことを考える。 予め心配しておかなくては，思うようには暮らせない。
注　naːnˆ təuˆ：思うようには暮らせない。暮らしにくい。

3 不　思　不　想　不　煩　計 國　上　衆　人　自　走　慌
jaːmˋ    feiˇ    jaːmˋ   faŋˊ   jaːmˋ  fa:nˆ    ceiˇ kuəʔˊ-tsaːŋˋ tswaŋˇ ɲiənˆ   tseiˋ   pjauˇ hwaːŋ

考えなければ悩みもない。 国中の人々が不安に駆られて逃げ出した。
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4 不　抛　家　庭　也　是　散  不　離　哥　友　自　离 　開
　　　　　　　　　　　　　 ［離］

jaːmˋ   beu     caː - tiŋˆ      jaːˋ   tsei˜ dzaːnˇ jaːmˋ    leiˆ     kɔˆ     jəu˜    tseiˋ    leiˆ     gɔi

家族を捨てないと言っていた人も家族と別れた。 兄弟友人と離れないと言っていた人も分かれた。

5 不　暁　不　知　愛　作　向 不　開　不　乱　自　橋　［槫+受］
jaːmˋ   çiuˊ   jaːmˋ   pei      ɔiˇ     tsuʔˋ  çaːŋˇ jaːmˋ   gɔi    jaːmˋ   lunˋ    tseiˋ   cəuˆ        ɟei

知らない分か らないと言っていた人も逃げだそうとする。離れない散り散りにならないと言っていた人も
自ら分かれる。
注　çiuˊ：知る，分かる。cəuˆ ɟei：分かれる。

6 不　 　不　姐　不　煩　在 不　男　不　女　不　煩　生
jaːmˋ    jiəˆ    jaːmˋ   tsiə    jaːmˋ  faːnˆ    tsɔiˇ jaːmˋ  naːmˆ  jaːmˋ   ɲəu˜  jaːmˋ   faːnˆ    sɛŋ

父と言わず，母と言わず，居なくなった。 息子と言わず，娘と言わず，生まなくなった 。
注　faːnˆ tsɔiˇ：居る。faːnˆ sɛŋ：産む。

7 不　妻　不　対　不　煩　鎖 不　愿　不　修　不　得　連
jaːmˋ  tshai    jaːmˋ   tɔiˇ    jaːmˋ  faːnˆ   thəuˇ jaːmˋ   ɲunˆ   jaːmˋ  fjəu    jaːmˋ   tuʔˊ    linˆ

妻と言わず，夫と言わず，お互いを無視するようになった。配偶者を得たいと思わなければ，連れ添えない。
注　faːnˆ thəuˇ：良く知る。

8 不　哄　那　人　守　錯　世 不　落　那　人　根　本　銭
jaːmˋ hwaŋˇ  l̥aːiˇ   ɲiənˆ  sjəuˊ  tshaʔˊ   seiˇ jaːmˋ   lɔʔˋ    l̥aːiˇ   ɲiənˆ   kɔn - puənˆ  tsinˆ

誰であっても，独身を守るよう勧めて婚資を払わなくするように騙してはならない。
注　那：「どれ」を意味する。l̥aːiˇへの宛字。以下同様。kɔn-puənˆ tsinˆ：婚資。

9 橋　花　架　到　道　原　洞 千　花　萬　対　上　回　来
　　　　　　　　　　  ［桃　源］ 　　　　　　　　　　　　　［橋］
cəuˆ    khwa ː caː     thauˇ    to˜ - ɲuəŋˆ   toŋˋ  tshin - khwaː maːnˋ   tɔiˇ    tsaːŋˋ  cəuˆ    taːiˆ

花橋が架かって桃源洞に到り， 多くの子どもが橋を 渡って来る。
注　 ミエンの世界観では，生まれる前の子どもの霊は「花」といわれ，桃源洞というところにいる。それが橋を渡って
この世にいたり，子どもとして生まれる。

10 千　花　萬　朶　上　回　过 千　世　 　元　有　人　真
　　　　　　　　　　　　　［橋］ 　　　　　　　　　　　　　［个］
 tshin - khwaː maːn    təuˊ   tsaːŋˋ   cəuˆ    ciəˇ  tshin - seiˇ   jiəm - junˆ   maːiˆ    kɔˇ    tsiən

多くの胎児が橋に上がってゆく。 千世の因縁で良い配偶者を得た。

11  千　世　 　元　有　日　到 僈　来　执　起　伴　苗　丹
　　　　　　［因　縁］
  tshin - seiˇ     jiəm-junˆ    maːiˆ   ɲiətˊ  thauˇ  manˋ   taːiˆ   tsiəpˊ  khiʔˊ   biənˇ  miuˆ   taːn

千世の因縁が日を得て到る。 配偶者を得て，私に寄り添っている。
注　jiəm-junˆ：因縁。「 元」は宛字。以下同様。miuˆ taːn（苗丹）：男性の一人称単数。

12 萬　人　萬　（听）　萬　條　古 慢　思　慢　想　慢　愁　慌
maːnˋ  ɲiənˆ  maːnˋ     thiŋˇ     maːnˋ   tiuˆ    kəuˊ manˋ    fei     manˋ   faŋˊ   manˋ  dzauˆ hwaːŋ

人々は昔のことを聞くものだ。 そうすればよく考え将来を心配する。
注　听：原文に無かったが，インフォーマントが覚えていた歌詞によって脱字と判断し，補った。

吉野 : タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（3）
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13 爪　庭  不　返　不　是　乱　 國　上　不　慌　不　是　愁
［州　廷］　　　 ［反］
tsjəu - tiŋˆ jaːmˋ  faːn   jaːmˋ  tsei˜    lunˋ kuəʔˊ- tsaːŋˋ  jaːmˋ hwaːŋ  jaːmˋ   tsei˜   dzauˆ

国の中で謀反が起こらなければ混乱もない。 国中が不安でなければ憂うことはない。

14 銀　銭　不　使　也　是　散 妻　対　不　欧　也　是　思
ɲaːnˆ   tsinˆ   jaːmˋ   saːiˊ     jaːˋ    tsei˜  dzaːnˇ  tshai - tɔiˇ   jaːmˋ  dzɛŋ     jaːˋ    tsei˜    fei

（戦乱のため）銭は使おうとしなくてもなくなってゆくが，夫婦は争わなければ相思うものだ。
注　tshai-tɔiˇ：夫婦

15 牛　馬　不　 　也　是　痩 春　耕　不　種　不　成　春
 ŋoŋˆ   maː˜   jaːmˋ   thɔ      jaːˋ    tsei˜    caiˋ tshun    kɛŋ    jaːmˋ tswaŋˇ jaːmˋ  tsjaŋˆ  tshun

（戦乱のため）牛馬は使役しなくても痩せるが， 春に播種しなければ実りはない。

16 六　更　不　起　也　是　定 九　月　不　霜　也　是　［穩+彝］
　　　　　　　　　　　　　　　  ［停］

luəʔˋ   kɛŋ    jaːmˋ   khiʔˊ    jaːˋ    tsei˜    tiŋˆ  cuəˊ   ɲutˋ    jaːmˋ   sɔŋ      jaːˋ    tsei˜      kwaːn

朝五時頃に起床しないのは怠け者である。 九月に雨が降らなければ実らない。
注　tiŋˆ：止まる，停滞する。ここでは「怠け者」の意味。kwaːn：分散する。ここでは「作物のできが悪い」意味。

17 六　月　不　雨　也　是　敗 七　月　不　秋　不　変　禾
luəʔˋ    ɲutˋ    jaːmˋ     iˊ       jaːˋ    tesi˜   pa:iˋ tshiətˊ   ɲutˋ   jaːmˋ  tshjəu   jaːmˋ   penˇ   wuəˆ

六月に雨が降らなければやはり実りが悪い。 七月に頒秋儀礼を行わなけれ ば稲は実らない。
注　jaːmˋ tshjəu：頒秋儀礼を行わない。陰暦七月に畑の精霊に紙銭を供える頒秋pun tshjəuという儀 礼を行う。

18 春　季　不　風　也　是　發 年　当　不　架　不　成　妻
tshun   kweiˇ  jaː mˋ  pwaŋ    jaːˋ    tsei˜    faːtˊ  ninˆ    tɔŋ     jaːmˋ   caːˋ   jaːmˋ  tsjaŋˆ  tshai

春に風が吹かないのも宜しくない。いい歳になっても嫁を探して手続きしなければ娶ることができない。
注　caːˋ：嫁を探し，婚姻の手続きを取る。

19 生　鉄　入　炉　不　怕　火 有　鉄　無　槌　不　変　刀
 sɛŋ - l̥iəʔˊ   piəʔˋ   ləuˆ   jaːmˋ   dziəˇ   chiəˊ maːiˆ   l̥iəʔˊ   məuˋ  tsweiˆ  jaːmˋ   penˇ    to 

鉄は炉に入っても火を恐れることはない。鉄があっても槌で鍛鉄しなければ刀にならないからだ。

20 六　月　夏　季　逍　愁　尽 龍　王　運　水　上　天　堂
　　　　　　　　　　 ［受］

 luəʔˋ   ɲutˋ    haː    kweiˇ  sjəuˋ  dzauˆ  tsiən˜ lwaŋˆ - huŋˆ  wuənˋ  swiˊ   tsaːŋˋ  thin - tɔŋˆ

六月夏季になれば作物の心配をする。 龍王は水を天堂に運ぶ。

21 龍　王　身　在　深　海　底 浪　色　影　珠　眞　是　金
lwaŋˆ - huŋˆ   siən    tsɔiˇ   siəm    khɔiˊ   diəˊ  laːŋˋ - setˊ    ɛŋˊ - tsəu   tsiən   tsei˜  ciəm

龍王はその身が深海の海底にある。 虹は本当は金色である。
注　laːŋˋ-setˊ ɛŋˊ- tsəu：虹。虹は龍王が姿を現したものといわれる。

22 細　想　当　初　千　迹　定 立　书　帖　表　去　胛　鄕
　　　　　　　　　　　　　［辺］ 　　　　　　　　　　　　　［遊］

  faiˇ    faŋˊ    tɔŋ - tshɔ    tshin    piən     tiŋˋ  liəpˋ    səu     tipˋ     piuˆ   chəuˇ   jəuˆ   çaːŋ

過去の様々な故事をよく考える。 旅行に必要な手形を書いて他郷に行く。
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23 有　意　冩　書　不　押　印 哄　丹　上　路　涙　双　流
maːiˆ    eiˇ      fi əˆ     səu    jaːmˋ   aːpˊ    jiənˇ hwaːŋˊ taːn    tsaːŋˋ   ləuˆ   lweiˋ   sɔŋ     ljəuˋ

意あって文書が書いてあったが印がなかった。 騙された私は旅路の上で泣いた。
注：taːn：男性一人称代名詞。歌謡語彙。

24 想　丹　想　人　謂　何　変 想　妻　想　対　謂　何　欧
 faŋˊ   taːn     faŋˊ   ɲiənˆ  weiˋ    hɔˆ    penˇ  faŋˊ   tshai    faŋˊ    tɔiˇ    weiˋ    hɔˆ   dzɛŋ

自分を思い，他人を思えば何が悪く変わろうか？ 妻を思い，夫を思えば何を争うことがあろうか？

25 想　男　想　女　想　教　字 想　花　想　朶　想　宗　枝
faŋˊ  naːmˆ   faŋˊ   ɲəu˜   faŋˊ   ɟaːuˇ dzaːŋˋ faŋˊ   khwaː   faŋˊ    təu     faŋˊ   tsoŋ - tsei

息子や娘のことを思えば，学問を教えることを思う。子どもを得ることを思えば，祖先子孫代々を思う。
注　tsoŋ-tsei：祖先から子孫の代々のつながり。

26 想　猪　想　養　冬　季　肉 想　鶏　想　押　想　三　魂
　　　　　　　  ［鴨］

 faŋˊ    tuŋ˜    faŋˊ    juŋˆ    toŋˆ   kweiˇ  ɲuəʔˋ  faŋˊ     cɛ      faŋˊ     aːpˊ    faŋˊ   faːm   wuənˆ

豚とそれを養うことを考えておけば，冬の肉を得ることができる。鶏や家鴨を飼うことを考えておけば，
做魂儀礼に供せる。
注　faːm wuənˆ：ミエンは漢族の三魂七魄の霊魂観を受容している。三魂はここでは魂の強化儀礼の做魂儀礼のことを
意味する。

27 想　錢　想　才　千　年　飲 想　杵　想　枝　遮　屋　
　　　　　　　  ［財］ 
faŋˊ   tsinˆ   faŋˊ    tsɔiˆ   tshin    nin    jiemˊ faŋˊ   tsouˋ   faŋˊ    tsei    dziə     oʔˊ    winˆ

銭や財を考えておけば長年食べることができる。 樹木や枝のことを考えておけば，家を建てられる。
注　jiemˊ（飲）：歌では「食べる」の意味。

28 流　民　化　 子　胛　山　水 不　留　圖　面　不　流　情
　　　　　　　　　　 ［遊］
 ljəuˋ  maːnˆ  hwaː   tseiˊ    jəuˆ    sen - swiˊ  jaːmˋ  liəuˆ    təuˆ    minˋ   jaːmˋ   ljəuˋ   tsiŋˆ

天下の人々はあちこちの山水に遊ぶが， 顔をあわせなければ情もわかな い。
注　ljəuˋ maːnˆ hwa tsei：天下の人々。

29 流　水　江　水　流　相　合 留　情　留　儀　変　冤　家
 ljəuˋ   swiˊ   kɔŋ    swiˊ   ljəuˋ    faːŋ     kapˊ  ljəuˆ   tsiŋˆ   ljəuˆ    ɲeiˋ    penˇ   win - caː

流れる河の水は合流するが， 好意を持っていても対立に到ることがある。
注　win-caː：敵，敵対関係。

30 飄　 　过　海　置　有　古 高　梳　飄　水　無　根　源
　　 ［遙］ 　　 ［俵］
 phiuˇ    iu       ciəˇ    khɔiˊ   tseiˇ   maːiˆ   kəuˊ   kuˆ    piuˆ   phiuˇ   swiˊ   məuˋ   kɔn    ɲuənˆ

飄遙過海が大昔にあった。 深く流れる水は根源がない。
注　kuˆ piuˆ：蓮

31 水　底　高　俵　無　根　本 拉　集　水　源　流　出　来
 swiˊ    diəˊ     kuˊ     piuˆ   məuˋ   kɔn    puənˊ     la’fapˊ       swiˊ    ɲuənˆ  ljəuˋ  tshuətˊ  taːiˆ

水底の深い水は根源がない。 しかし，汚れた水は源があってそこから出てくる。
注　la’fapˊ：汚れ，ごみ。ミエン口語語彙。「拉集」は宛字。

吉野 : タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（3）

－ 77 －



32 拉　集　水　源　流　出　世 不　有　 　姐　涙　双　流
    la’fapˊ       swiˊ   ɲuənˆ  ljəuˋ  tshuətˊ  seiˇ  jaːmˋ  maːiˆ   jiəˆ    tsiə    lweiˆ   sɔŋ     ljəuˋ

汚れた水は源から生じる。 しかし，父母が泣くことはない。

33 　人　不　 　不　煩　世 過　腰　細　布　秀　有　花
  iuˆ    ɲiənˆ  jaːmˋ    iuˆ    jaːmˋ   fa:nˆ    seiˇ  ciəˇ     iu       faiˇ     puˇ    fjəu    maːiˆ  khwaː

ミエン（瑶人）がミエンでなければ，この世には現れない。（ミエンは）腰に刺繍を施した帯を巻く。
注　 人：Iu Mien.ミエン。fjəu：刺繍。

34 头　中　細　布　秀　有　色 花　布　纏　腰　正　是　人
 taːuˆ   twaŋ    faiˇ     puˇ    fjəu    maːiˆ   setˊ khwaː -  puˇ   dzenˋ   iuˊ    tsiŋˇ   tsei˜   ɲiənˆ

頭のターバンにも刺繍を施す。 美しい布を腰に巻いているのはまさしくミエンである。
注　ɲiənˆ：一般には「人」の意味であるが，ここでは「ミエン（瑶人）」を指す。

35 手　拿　百　布　纏　腰　過 新　年　初　一　拜　香　門
　　　　　［白］
 sjəuˊ  ɲomˋ   pɛʔˋ    puˇ    dzenˋ    iuˊ     ciəˇ  sjaŋ - ninˆ   tshɔʔˋ   jiətˊ   paːiˋ   çaːŋ   muənˆ

手に白布をもって腰 に巻き， 正月朔日には先祖を拝む。

36 正　算　 　人　爲　世　上 伏　儀　置　定　是　 　人
　　 ［羲］

 tsiŋˇ   funˇ    iu - ɲiənˆ   weiˋ    seiˇ   tsaːŋˋ  fuʔˊ - hei    tseiˇ    tiŋˋ    tsei˜    iu - ɲiənˆ

これがまさしく世界に長くいるミエンである。 伏羲が創り定めたのがミエンである。
注　weiˋ seiˇ tsaːŋ：世界に居る。

37 細　針　串　 　眼　対　眼 風　流　又　便　細　針　曹
 faiˇ    sim    tshoŋˇ  tshwi˜   ɲin˜    tɔiˇ    ɲin˜ pwaŋ - ljəuˆ   jəuˋ   pinˋ   faiˇ    sim    tshoŋˊ

細い針で目を近づけて刺繍する。 女子を誘うときにも刺繍した衣服を着る。
注　ɲin˜ tɔiˇ  ɲin˜：目を近づける。pwaŋ- ljəuˋ：男子が女子
を誘う。

38 寛　油　又　使　白　粉　湛 利　刀　不　使　肖　来　排
　　　　　　　　　　 ［鞘］

 ɟiənˆ - jəuˆ    jəuˋ    saːiˊ   pɛʔˋ   buənˊ   caːˇ  laiˋ - to     jaːmˋ   saːiˊ   sɛŋˊ   taːiˆ    baiˆ

楽しく，白粉も塗る。 切れ る刀は使わないときは鞘に納めておく。

39 思　人　思　良　怕　無　意 思　丹　思　爲　过　山　头
 feiˇ    ɲiənˆ   feiˇ    laːŋˆ  dziəˇ  məuˋ    eiˇ  feiˇ    taːnˇ    feiˇ    weiˋ    ciəˇ    sen - taːuˆ

他人を思い，他人に思われていれば懼れることはない。自分の判断で山中を行く。
注　fei laːŋˆ：他人から良く思われている。

40 思　杵　思　枝　供　根　輟 思　樛　思　尾　向　天　胛
　　　　　　　　　　　　　　　  ［出］ 　　 ［條］　　　　　　　　　　　 ［遊］
 feiˇ    tsəuˋ    feiˇ    tsei    cwaŋˋ kɔnˋ  tshuətˊ  feiˇ     tiuˆ    feiˇ   mwei˜ çaːŋˇ   thin     jəuˆ

木とその枝を思えば，同じ根から出たものであり，幹も枝も一緒に天に向かって伸びてゆく。
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41 　姐　当　初　養　長　大　 难　休　难　捨　也　难　開
 jiəˆ - tsiəˊ   tɔŋˆ    tshɔ     juŋ˜   tsjaŋˆ  taːiˋ  naːnˆ   çəu    naːnˆ   siəˊ     jaːˋ   naːnˆ   gɔi

父母は初めから子どもを大きくしようと育てる。養うのをやめたり，養子に出したり，分かれたりしよ
うとは思わない。
注　siəˊ：ここでは「養子に出す」意味。

42 难　断　情　恩　也　断　过 难　留　情　儀　伴　高　丹
 naːnˆ   tunˇ   tsiŋˆ    en       jaːˋ    tunˇ    ciəˇ  naːnˆ  ljəuˆ   tsiŋˆ    ɲeiˋ   biən˜   kuˆ    taːn

（しかし）子どもへの愛情を絶ちがたくても分かれる。子どもを愛していても私と一緒にいることが難しい。

43 那　日　那　時　正　得　変 那　歳　那　年　政　好　修
 l̥aːiˋ    ɲiətˊ   l̥aːiˋ    tseiˆ   tsiŋˇ   tuʔˊ   penˇ  l̥aːiˋ    fwiˇ    l̥aːiˋ    nin     tsiŋˇ   khuˊ   fjəu

いつの日か（まともに家族を）営むことができるようになる。いつの年か，共に暮らし共に仕事をする。

44 盤　古　元　年　置　天　底 管＊ 朝　己　歳　未　傳　行
　　　　　［幾］

 piənˆ  kəuˊ   junˆ    nin     tseiˇ   thin - diəˊ  kunˊ    tsiuˆ    tsiəˇ   fwiˇ   meiˋ  tsunˆ  hɛŋˆ

盤古（王の治世）の元年に天下を創った。 何年治世したかは伝わっていない。
注　＊：原テキストの「管」の字は，竹冠の部分が爫となっている。頻出するため，「管」の字で示す。以下同様。

45 那　代　正　来　輟 　皇　管 万　民　爲　世　定　寛　油
　　　　　　　　　　 ［出］
 l̥aːiˋ    tɔiˋ    tsiŋˇ   taːiˆ  tshuətˊ huŋˆ   kunˊ maːnˋ maːnˆ  weiˋ    seiˇ    tiŋˋ   ɟiənˆ - jəuˆ

いつの世か盤皇が現れてこの世を治める。 そうすれば万民は家族を営み喜ぶことになる。
注　ɟiən-jəuˆ：喜ぶ，楽しむ。口語。「寛油」は宛字。

46 盤　古　管　朝　未　轉　世 孔　明　封　口　未　開　言
 piənˆ  kəuˊ   kunˊ   tsiuˆ   meiˋ dzuənˇ  seiˇ  khoŋˊ - meŋˆ  pwaŋ  khəuˊ  meiˋ  khɔi    ɲinˆ

盤古の治世はまだ再来していない。 孔明は口をつぐみ，言葉を発しない。

47 盤　皇　安　在　天　心　殿 開　言　変　法　向　爪　庭
　　　　　　　　　　　　　 ［州　廷］

 piənˆ  huŋˆ   ɔn     tsɔiˇ   thin - fi əm    tinˋ  khɔi    ɲinˆ   penˇ   faːtˊ   çaːŋˇ  tsjəu - tiŋˆ

盤皇は天心殿に安居している。 口を開けばそれが法律となり，国中に及ぶ。

4 8 過　後　盤　皇　重　管　國 难　来　傳　报　衆　人　知
 ciəˇ   həuˆ  piənˆ  huŋˆ  tsoŋˆ  kunˊ  kuəʔˊ  naːnˆ  taːiˆ   tsunˆ   buəˇ  tswaŋˇ ɲiənˆ   pei

現れて後，盤皇が再び国を治める。 いつ現れるかは，人々に言うのが難しい。

49 天　皇　仁　兄　重　九　个 一　萬　五　千　八　百　年
 thin - huŋˆ    çinˆ    çoŋ    tsoŋˆ   cuəˊ    kɔˇ  jietˋ   maːnˋ   m̥˜    tshin    petˊ    pɛʔˊ    nin

天皇帝は兄弟が 9人いた。 治世は15,800年続いた。
注　çinˆ çoŋ：兄弟。

50 伏　儀　姓　明　風　家　子 一　千　三　百　也　團　圓
　　 ［羲］

 fuʔˊ - hei      siŋˇ   meŋˆ pwaŋ   caː    tseiˊ  jiətˋ   tshin   faːm    pɛʔˊ    jaːˋ    tunˆ    junˆ

伏羲は姓が明で，仙人の家の人であった。 治世は1300年つづき，安定していた。
注： pwaŋ caː：仙人の家

吉野 : タイ北部のミエンにおける歌と歌謡語（3）
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51 神　農　姓　養　置　禾　米 管　朝　五　世　百　午　年
　　　　　　　　　　　　　［五］

tsiənˆ  noŋˆ   siŋˇ    juŋˆ    tsei    wuəˆ   maiˇ  kunˊ   tsiuˆ     m̥˜    seiˇ    pɛʔˊ    m̥˜     nin

神農は姓を養といい，稲を創った。 神農の治世は五代，150年続いた。

52 小　昊　管　朝　八　十　四 過　了　又　交　端　顕　王
 fi uˊ - haːnˇ   kunˊ  tsiuˆ    petˊ  tsiəpˋ  feiˇ  ciəˇ    liu˜     jəuˋ    ciu   duənˆ   çinˋ    huŋˆ

小昊の治世は84年続いた。 その後端顕王が後を継いだ。

53 端　顕　管　朝　七　十　八 帝　 　管　朝　世　五　年
 duənˆ   çinˋ    kunˊ   tsiuˆ  tshiətˊ tsiəpˋ  petˊ   tiˆ     kau    kunˊ   tsiuˆ    seiˇ     m̥˜     nin

端顕王の治世は78年続いた。 帝の治世は 5年であった。

54 帝　堯　管　朝　一　百　歳 帝　舜　一　百　管　爪　庭
　　　　　　　　　　　　　 ［州　廷］

  tiˆ    çaːu    kunˊ   tsiuˆ   jiətˋ    pɛʔˊ   fwiˇ   tiˆ    tshiuˆ   jiətˋ    pɛʔˊ   kunˊ  tsjəu - tiŋˆ 

堯帝の治世は100年続いた。 舜帝は100年間国を治めた。

55 夏
4

　属
4

　仁　兄　十　七　帽 四　百　四　十　一　管　世　間
 çaːˇ    suˋ     çinˆ    çoŋ   tsiəpˋ  tshiətˊ  muə˜  feiˇ    pɛʔˊ   feiˇ - tsiəpˋ  jiətˊ   kunˊ    seiˇ    ken

夏属は兄弟が17人おり， 441年間世を治めた。
注　muə˜：ミエン口語で兄弟を数えるときの助数詞。「帽」は宛字。「夏属」の傍点は，この語が漢語であることを示
す。もとのテキストには当該の字の傍に×が書かかれていた。以下同様。

56 南　陽　管　朝　六　百　歳 洪 武
4 4

管 朝 八 百 七 十 五 年
 naːmˆ jaːŋˆ   kunˊ   tsiuˆ   luəʔˋ   pɛʔˊ   fwiˇ  hoŋˆ    wuˊ    kunˊ   tsiuˆ    petˊ    pɛʔˊ   tshiətˊ tsiəpˋ    m̥˜     nin

南陽の治世は600年続いた。 洪武の治世は875年であった。

57 洪
4

　武
4

　開　枝　奏　返　乱 君　是　吃　君　民　吃　民
　　　　　　　　　　　　　［反］

 hoŋˆ    wu    khɔi - tsei    dzauˋ  faːn    lunˋ  cun     tseiˋ   khiʔˊ  cun    maːnˆ  khiʔˊ  maːnˆ

洪武の言葉が悪かったので反乱が起きた。 君主が君主を食い，民が民を食う事態になった。
注　khɔi tsei：言葉を発する。

58 　人　在　落　南　海　殿 大　旱　三　年　难　剳　朝
 iu - ɲiənˆ   tsɔiˇ    lɔʔˋ  naːmˆ  khɔiˊ    tinˋ  taːiˋ   haːn˜  faːm    nin    naːnˆ  tsepˊ   tsiuˆ

ミエン（瑶人）は南海殿にいた。 旱魃が三年続き，国には居られなくなった。

59 就　是　 　人　供　過　海 剳　落　廣　東　府　内　修
tsjəuˋ  tseiˇ    iu - ɲiənˆ cwaŋˋ  ciəˇ    khɔiˊ  tsepˊ   lɔʔˋ  kwaŋˊ - toŋ    fəuˊ    nɔiˋ   fjəu

そのため，ミエンは海を渡った。 広東府に到りそこで生活した。

60 奏
4

　始
4

　爲　王　管　天　底 定　漢　高
4

　祖
4

　管　朝　中
dzauˋ   siˋ     weiˋ   huŋˆ   kunˊ   thin - diəˊ  tiŋ     haːnˇ   kauˆ - tsuˊ    kunˊ   tsiuˆ  twaŋ

奏始が王となって天下を治めた。 定漢の高祖は国を治めた。
注　 奏始：「秦始」（秦始皇帝）の誤記と推察されるが，インフォーマントの解釈に従う。定漢：「漢を定めた」と読め

るが，インフォーマントは「定漢」という皇帝名だというので，それに従った。
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61 前
4

　漢
4

　管　朝　二　六　歳 後
4

　漢
4

　管　朝　九　十　六　年
 tsinˆ   haːnˇ  kunˊ   tsiuˆ    ɲei     luəʔˋ   fwiˇ  həuˋ   haːnˇ   kunˊ   tsiuˆ   cuəˆ  tsiəpˋ  luəʔˋ   nin

前漢の治世は12年であった。 後漢の治世は96年であった。

62 獨
4

　 漢
4

　管　朝　九　十　四 武
4

　帝
4

　管　爲　五　十　年
［蜀］
 tsuˆ    haːnˇ   kunˊ   tsiuˆ    cuəˆ   tsiəpˋ   fei  wuˆ     tiˆ     kunˊ   weiˋ    m̥˜    tsiəpˋ   nin

蜀漢の治世は94年であった。 武帝は50年治めた。

63 院
4

　南
4

　管　朝　一　百　歳 南
4

　宋
4

　武　帝　五　十　九　年
［雲］
 juənˆ - nanˆ   kunˊ   tsiuˆ   jiətˋ   pɛʔˊ   fwiˇ  nanˆ   tsuŋ     wu      tiˆ      m̥˜    tsiəpˋ  cuəˆ    nin

雲南の治世は100年であった。 南宋の武帝は59年治めた。

64 高
4

　帝
4

　管　朝　 未　多　九 二　十　三　年　間　爲　世　修
　　　　　　　　　　　　　　　  ［久］

 kauˆ - tiˆ     kunˊ   tsiuˆ   meiˋ    tɔ     ciəuˊ  ɲiˆ   tsiəpˋ faːm    nin     ken    weiˋ    seiˇ   fjəu

高帝の治世は長くなかった。 23年間世を治めた。

65 南
4

［氵+日
4

+水］武　帝　五　十　歳 南
4

　陳
4

　武　帝　管　朝　二　十　年
 nanˆ             ?                wu      tiˆ      m̥˜   tsiəpˋ  fwiˇ  nanˆ - tsenˆ   wuˋ     tiˆ     kunˊ   tsiuˆ    ɲiˆ    tsiəpˋ   nin

南［氵＋日＋水］の武帝の治世は50年であった。 南陳の武帝の治世は20年であった。
注　 ［氵＋日＋水］はインフォーマントにも発音が分からなかった難字である。涾の部首位置変更とも考えられるが，別
字の誤記の可能性もあるので，にわかには判断できない。

66 随 王
4 4

又 管 三 百 八 十 九 歳 管　朝　世　上　好　寛　油
［隋］
 tswiˆ waŋˆ jəuˋ  kunˊ faːm   pɛʔˊ  petˊ tsiəpˋ cuəˋ  fwiˇ  kunˊ   tsiuˆ    seiˇ   tsaːŋˋ  khuˊ   ɟiənˆ - jəuˆ

随王も389年治めた。 世間の人々は皆喜んだ。

67 ［氵+日+水］皇　管　朝　未　多　九 七　十　七　年　間　爲　世　修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［久］

            ?               huŋˆ   kunˊ   tsiuˆ   meiˋ    tɔ      ciəuˊ tshiətˊ tsiəpˋ tshiətˊ  nin - ken     weiˋ    seiˇ    fjəu

［氵＋日＋水］皇の治世は長くなかった。 77年間，世を治めた。

68 又　来　交　過　唐　难　管 十　三　年　間　管　國　行
 jəuˋ    taaiˆ    ciu    ciəˇ    tɔŋˆ   naːnˆ   kunˊ tsiəpˋ faam    nin - ken    kunˊ - kuəʔˊ  hɛŋˆ

また，唐難の治世になった。 13年間国を治めた。
注　「唐難管」は「唐になって治世が難しかった」とも読めるが，インフォーマントの言に従って王の名としておく。

69 又　交　同　敦　管　爪　府 九　年　天　底　好　寛　油
　　　　　　　　　　　　　［州］

 jəuˋ    ciu     toŋˆ    twiˆ    kunˊ  tsjəuˆ  fəuˊ  cuəˆ    nin     thin - diəˊ    khuˊ    ɟiənˆ - jəuˆ

また代わって同敦が国を治めた。 九年間天下の人々は楽しんだ。

70 己　代　皇　 　爲　世　上 正　到　元　朝　太　祖　皇
［幾］
 tsiəˇ    tɔiˋ    huŋˆ    jiəˆ    weiˋ    seiˇ   tsaːŋˋ  tsiŋˇ   thauˇ   junˆ - tsiuˆ   taaiˇ   tsəuˊ  huŋˆ

何代もの皇帝が民を治め， 元朝の太祖皇帝に到った。
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71 元　朝　管　爪　八　十　八　歳 政　到　明　朝　太　祖　皇
　　　　　　　［州］

 junˆ    tsiuˆ   kunˊ  tsjəu    petˊ   tsiəpˋ   petˊ   fwiˇ  tsiŋˇ   thauˇ   meŋˆ   tsiuˆ    taːiˇ   tsəuˊ  huŋˆ

元朝は国を88年間治め， 明朝の太祖皇帝に到った。

72 明　朝　仁　兄　十　六　帽 管　朝　一　百　七　十　七　年　間
meŋˆ   tsiuˆ    çinˆ    çoŋ   tsiəpˋ  luəˋ   muə˜  kunˊ   tsiuˆ    jiətˋ    pɛʔˊ   tshiətˊ tsiəpˋ  tshiətˊ   nin     ken

明朝皇帝の兄弟は16人いた。 治世は177年続いた。

73 朝　中　寛　善　話　不　尽 正　到　清　朝　世　祖　皇
 tsiuˆ - twaŋ   ɟienˆ - heiˊ    waːˋ  jaːmˋ  tsiən˜  tsiŋˇ   thauˇ  tshiŋ - tsiuˆ   seiˇ    tsəuˊ   huŋˆ

国の中は暮らしやすく，それは語り尽くせないほどであった。清朝の世祖皇帝に到った。
注　ɟenˆ-heiˊ：楽しい。ミエン口語語彙。

74 爲　皇　管　國　傳　报　了　 過　山　榜　圖　把　世　間
 weiˋ   huŋˆ   kunˊ   kuəʔˊ dzunˆ  buəˋ    liu˜  ciəˇ    sen     pɔŋˊ    təuˆ     paː     seiˇ - ken

皇帝となって国を治め，人々に知らせた。 「過山榜圖」をミエンに与えた。

75 当　初　置　立　過　山　榜 交　把　 　人　接　祖　香
 tɔŋˆ   tshɔ    tseiˇ   liəpˋ    ciəˇ    sen     pɔŋˊ  ciu      paː      iu - ɲiənˆ  dzipˋ  tsəuˊ   huŋ

最初に「過山榜圖」を創り， ミエンに与え，祖先を祀らせた。
注　dzipˋ tsəu  hunˆ：祖先を祀る。

76 拾　二　牲　 　人　供　来　猛 随　山　耕　種　各　爪　庭
　　　　　［姓］ 　　　　　　　　　　　　　 ［州　廷］

tsiəpˋ   ɲeiˋ     fi ŋ     iu - ɲiənˆ  cuəŋˋ   taːiˆ   moŋˊ dzwəiˆ  sen    kɛŋ - tswaŋˇ  kɔˊ   tsjəuˋ - tiŋˆ

十二姓ミエンは共にムアンへ来た。 各県・各郡の山地で耕作した
注　 tsiəpˋɲeiˋfiŋ iuˆ-ɲiənˆ（十二姓瑶人）：ミエンを文章上で表す常套句。猛：タイ語のmɯəŋ（ムアン，山間盆地の政体，
国，町の意味）の音訳。

77 北　京　金　銮　平　皇　殿 高　皇　外　國　外　朝　官
　　　　　　　  ［鑾］

 paʔˊ    kiŋ    ciəm - laːnˆ   pɛŋˆ - huŋˆ   tinˋ  kauˆ  waːŋˆ  ɲiəˋ - kuəʔˊ  ɲiəˋ    tsiuˆ   chiən 

北京の金鑾殿は平皇の殿居であった。 高王は外国を治めていた。

78 高　皇　管　下　高　利　國 後　世　爲　人　細　向　真
 kauˆ  waːŋˆ   kunˊ    ɟiəˋ    kauˆ     liˋ    kuəʔˊ  həuˆ - seiˇ    weiˋ   ɲiənˆ   faiˇ  çaːngˇ tshiən

高王は高利国を治めていた。 後世に（盤皇が現れて）ミエンに本当のことを説く。
注　 78行と79行は，上句と下句とが意味の上でつながらない。78行下句と79行下句はこれが 1行をなし，76行の後

に挿入した方が意味のつながりがつく。しかし，元のテキストがこのままであるので，ここでは原テキスト通り
に記載する。fai  çaːngˇ：述べる。説明する。

79 高　皇　欧　管　平　皇　殿 正　立　榜　圖　爲　世　間
 kauˆ  waːŋˆ dzɛŋ    kunˊ   pɛŋ - huŋˆ   tinˋ  tsiŋˇ   liəpˋ   pɔŋˊ    təuˆ    weiˋ    seiˇ    ken

高王は平皇と戦争した。 過山榜圖はまさにミエンの為に創られた。
注　seiˇ ken：一般には世の中，天下の意味であるが，ここではミエン全体を指す。
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４．考察

　この「過山榜圖」は，パーネルの示したミエン歌謡の分類によれば「古」（Purnell 1991：379）という，故
事を述べるものに分類される。これは前に報告した「歌二娘古」（吉野2016b）と同じ分類である。「情由」に
分類される「後生女子歌」（吉野 2017） とは異なる。しかしながら，同じ「古」とはいえども，「歌二娘古」と
は趣を異にしている。「歌二娘古」がドラマ仕立てであるのに対し，「過山榜圖」はミエンが有史以来経験して
きた王朝のことと，王朝が変わり政治が変化したことにより，ミエンの祖先たちが移動しなければならなかっ
た歴史を述べている。後半に中国の王朝と思われる王朝の代替わりの経緯が述べられている。その中には実在
の王朝名もあるが，盤古，天皇，伏羲，神農，嚳，堯，舜といった神話的な王朝名をはじめ，その後の王朝名
も不明あるいは誤記のものが多い。勿論，正確な王朝年代記を記すのが目的ではなく，中国の王朝がめまぐる
しく代わり，その政治変動にミエンの祖先たちが耐えて，現在までミエンが存続していることを述べるのが主
意である。そうしたエスニック・アイデンティティの表現は33行から38行の文言に顕著に読み取れる。
　44行から48行に述べられているのは，カーゴカルト的な，あるいは千年王国運動的な盤古王再来の願望で
ある。この点は，注目しておいて良い。実は，ミエンの口承伝承では，このような盤古あるいは盤王が現世の
ミエンを救護してくれるという観念は強くあり，タイでは一連の盤王廟設立の運動となって現れてきている。
この歌からだけではその動向の全体を衡ることはできないが，今後の課題として，ミエンの千年王国的な観念
の存在は確認できる。

付記：この報告は，科研費（26370944，15H03282，15H02615）による調査研究の成果の一部である。
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